
 

 

 

 文字をかく喜び 
中学校の教師だった星野富弘さんは、事故の為首から下が動かなくなってしまいました。

その星野さんが、一生懸命あきらめずに努力して、すばらしい絵と詩を書くまでになったと

いう資料を使って学習しました。（たくさんの画詩集を出版している方です。） 

 児童は、『あきらめずに努力することのすばらしさ』について、しっかり考えてくれまし

た。身近なことで、しっかり頑張っていること、頑張れていなかったこと、これから頑張ろ

うと思うことなど、自分自身のことも振り返ることができました。 

  
担任：いろいろなことに、あきらめず頑張ることができるようになっている子ども達です。

このごろ、どんどん上級生らしくたくましくなっています。 

 

≪児童の振り返りより≫ 

☆今日の授業で、あきらめずがんばることが大切ということがわかりました。今まですぐ 

 にあきらめていることを直そうと思いました。            〔たくま〕 

☆今日の授業であきらめずに何でもがんばることが大切と分かりました。今までは、だめ 

 だったらそこであきらめていたけど、これからは何でもあきらめずにがんばっていきた 

 いです。                             〔かくしょう〕 

☆一生けん命がんばってやると、できることがいっぱいあるんだなと思いました。今まで 

 は、いろんなことをすぐにあきらめていたけど、これからは習い事もいろいろなことも 

 目標を持ってがんばっていきたいと思います。            〔たけひろ〕 

☆今日の授業で、何かをがんばりつづければ必ず出来るようになるということがわかりま 

 した。今まで出来ないことはあきらめていた事が少しあったので、これからあきらめな 

 いで最後まであきらめずにやりきろうと思いました。         〔ほのか〕 

☆今日の授業で、初めはできないこともずっと練習したらできるようになることが分かり 

 ました。今まであんまりがんばり続けていることがなかったので、これからはがんばり 

 続けたいです。                          〔こうだい〕 

☆今日の授業で考えたことは、あきらめずに続けていたらできるということを考えました。 

 今まではあきらめていることがあったかもしれないけど、これからはピアノを続けるよ 

 うにしたいです。                         〔るか〕 

☆今日の授業で考えたことは、初めはうまくなくても、あきらめずにがんばればできるよ 

 うになることが分かりました。今までの自分はあきらめてできないことがあったから、 

 これからは水泳やなわとびのむずかしいわざの練習をあきらめずにがんばりたいし、他 

 の事も何でもあきらめずにがんばりたいです。            〔ひよこ〕 

☆今日の授業であきらめずにがんばることの大切さがわかりました。ぼくは、すぐにあき 

 らめることが多いから、これからはあきらめないでがんばりたい。   〔きりゅう〕 

◆校長：各学級の通信を読んでいると、道徳の時間につけたい力や授業中に子ども達が考えた

ことなどが分かります。４年生の今回の授業は、星野さんの読み物資料を使って「努力」するこ

とがいかに大切かということを学んでいます。日々の学校生活でも努力できる子どもがたくさん

います。この頃、発達期を迎え、心身の成長とともに勉強や運動も急に伸びてきているように感

じています。  「努力に勝る天才なし」 

道徳のひろば 2３  
「努力と強い意志」：４年生（学級通信から）  

 


